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【背景】

移動能力測定方法としてSPPB・6m歩行速度・Timed Up＆go Testなどが
現在用いられている。

昨年1月よりホーマイオン研究所製 WalkView ®を用いることで、簡便に
歩行速度やハーモニックレーシオ（歩行の対称性・滑らかさを表す総合指
標。以下HR）を測定できるようになった。

これまで健常者を対象にした測定結果の研究はあるが、透析患者を対象と
した研究はない。今回透析患者を対象に歩行分析を行ったので報告する。



WalkViewとは ｢産総研｣との共同研究により｢ホーマーイオン研究所｣が開発
加速度センサーを装着し簡易的に歩行測定・評価が可能



WalkViewとは ｢産総研｣との共同研究により｢ホーマーイオン研究所｣が開発
加速度センサーを装着し簡易的に歩行測定・評価が可能



【対象・方法】

当院に通院している外来維持透析患者134名のうち
歩行分析装置WalkView®で測定を行えた70名（男性54名、女性16名、
年齢67.5±12.6歳、透析歴8年3か月±6年8か月）を対象とした。

健常群として当院のスタッフ53名（男性16名、女性37名、年齢
40.9±13.1歳）とし、Wilcoxonの順位和検定を用い比較を行った。
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【小括】

✓ 透析患者群は健常者と比較し、年齢に関わらず歩行速度が
遅く、歩行にばらつきがあり不安定な群である。



【対象・方法】

透析患者の群をAWGS2019にてサルコペニア判定を行い、70名のうち
判定を行えた67名（男性51名 女性16名、年齢67.3±12.5歳、透析歴8
年3か月±6年8か月）をサルコペニア、非サルコペニアの2群に分け各
項目についてWilcoxonの順位和検定を用い比較を行った。
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【総括】

透析患者は年齢に関わらず歩行が不安定な群であることが改めてわ
かった。またサルコペニアを合併することにより、さらにバランスは
悪化、歩行機能は低下し、転倒歴がある群ではスコアが有意に低かっ
たことから転倒への予測因子となりうることが示唆された。

今回は測定のみで介入例はないため、今後歩行不安定な群に介入し効
果的な介入方法を模索・検討していく。
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